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4行目

図11-8

5行目

最後の
行

ページ 行　 誤　 正　

V+またはV− +Vsat（正の最大電圧），−Vsat（負の最大電圧）

 『よくわかるディジタル回路』正誤表（2022/4/7現在）
コード 30228-6  第1版第3刷（2020/2/20発行）

回路特性がアナログ／ディジタル変換に用いら
れる．

･･･を準備し，アナログ入力電圧を256個の抵抗
で分圧する．

･･･を準備し，基準電圧を256個の抵抗で分圧す
る．

回路特性がアナログ／ディジタル変換に用いられる．
一般に，+Vsat と−Vsat は，それぞれオペアンプの
正電源V+と負電源V−の範囲内の近い値である．

V−＜V+

V−＞V+

V−−V+

Vo

V−

V+
0 0

V−＜V+

V−＞V+

V−−V+

Vo

－Vsat

＋Vsat
0 0
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201 章末問題解答 第8章　2

上図の回路において，初期状態Q=1,Q=0で，
入力A，Bがともに0のとき，下図のタイムチャート
の時刻t1でクロックパルスTは1となるが，S=0，
R=0なのでQとQは変化しない．次にA=1，B=0
に対して，時刻t2でTが1となるも，やはりS=0，
R=0なのでQとQは変化しない．時刻t3では
A=0，B=1なのでAQ=0，BQ=1，すなわちS=0，
R=1となり，T=1でQ=0， Q=1となる．さらに時刻
t4の時点では，A=1，B=0，すなわちAQ=1，
BQ=0からS=1，R=0となり，T=1でQ=1， Q=0と
なる．時刻t5の時点では，A=0，B=0，すなわち
AQ=0，BQ=0からS=0，R=0となり，T=1でQ=1， 
Q=0と値は保持される．最後に，時刻t6では，
A=1，B=1なのでAQ=0，BQ=1，すなわちS=0，
R=1となり，T=1でQ=0， Q=1と変化する． 

図8-23のRSTフリップフロップとANDゲートを
用いた回路の動作を説明し，以下のタイムチャ
ートを完成させよ． 初期状態として，Q=1，Q=0
とする．       

上図の回路で，初期状態Q=1,Q=0のとき，入
力A，Bにそれぞれ0，1を加えると，RSフリップフ
ロップの入力にはS=0，R=1が加わるため，出
力Q,Qはそれぞれ0，1に変化する．次に，入力
A，Bにそれぞれ1，0を加えると，S=1，R=0となり，
出力Q=1，Q=0 となる．その後，入力A，Bともに
1が加わると，RSフリップフロップの入力S=0，
R=1となり，出力Q，QはQ=0，Q=1に変化する．
タイムチャートは以下のとおり．

章末問題8　2
図8-23のRSフリップフロップとANDゲートを用
いた回路の動作を説明し，タイムチャートを完
成させよ． 初期状態として，Q=1，Q=0とする．       
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章末解図
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31 CMOSトランジスタ

CMOSトランジスタ回路

35 CMOSトランジスタ回路

36 CMOSトランジスタ回路

38

41

75

CMOSトランジスタ回路

4個のゲートとも、線を中まで延長する。

CMOS回路

CMOS回路

CMOS回路

CMOS回路

CMOS回路

33

1行目

1行目

1行目

図3-7（a）

図3-10（a）

図3-14

図6-5

110 図8-3

125 図8-25

真ん中の右上から左下へ向かう矢印を追加する。

真ん中の2本の線を矢印にする。
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148

149

④K２の
カルノー図 Q1Q0

Q3Q2
00

00

01
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11

1

11 X X X

X

X

X

150 図10-3

図11-8

Vcc
左端の抵抗の近くに「R」を追加する。

Vcc

R

162
163
164

165

165

165

166

イマジナリーショート
イマジナリーショート
イマジナリーショート

バーチャルショート
バーチャルショート
バーチャルショート

2行目

4行目
下から7行目

上から4行目

177

178

198

199

イマジナリーショート

イマジナリーショート

バーチャルショート

バーチャルショート7行目

下から6行目

下から10、9、
　3、1行目

2、5行目、
図11-9題名

入力電圧の違いにより＋Vまたは－Vの・・・ 入力電圧の違いによりV＋またはV－の・・・

左端の「V」２カ所の符号の位置を逆にする。

ボルテージフォロア

ボルテージフォロア

ボルテージフォロワ

ボルテージフォロワ

V－＜V＋

V－＞V＋

Vo

－V

＋V
0
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0
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**

⑥K1の
カルノー図

C=A・B+B・C－１最後の行 C=A・B+B・C

1行目 +C・Aが得られる． +C－１・Aが得られる．
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209 章末解図39

210 章末解図41
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Q3
右端の横線を削除。
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Q1

図内に「1」を加筆。
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